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　内陸直下地震に対する予知観測の有効的展開のためには，「場所予測」が重要であるといわ

れている。そのような「場所予測図」は，これまでにいくつか作られている。その際に用いら

れた基本的考えとその予測図をレビューする。

　地震予測に用いられた基本的な考え方（公理ないし仮定，以下基本仮定とよぶ）を第１表に

予測の諸図を第１図～７に示す。以下，第１表に示した①～④を順に，図を引用しながら述べ

る。

　なお，本稿では，先史時代をふくむ十分長い過去の資料（主に活断層資料）にもとずいた予

測例を扱い，歴史時代の資料のみによる予測図については述べない。

第１表　地震予測のための基本的な考え（基本仮定）
Table １　Criteria for prediction.

①．活断層は大被害地震の発生源である。 例：�大地震は群馬県よりも神奈

川県で多く発生する。

②．�長い断層は短い断層よりも大規模な地震をおこ

し得る。

例：�Ｍ８級地震は阿寺断層・中

央構造線地域から起こり得

る。東京都では起こらない。

③．�各断層はそれぞれ固有の地震規模と再来間隔を

もつ。

例：�国府津・松田断層は丹那断

層より先に大地震をおこす。

④．�断層の活動には空間的にも時間的にも続発生が

ある。

例：�東南海地震が近年おこった

から，東海地震が近い。

　基本仮定①は，場所予測についての基本的考え方である。活断層は過去に大地震が繰り返し

発生した跡である。そのような過去の地震跡（活断層）の無い地域あるいは少ない地域は，多

い地域に比べて，大地震の発生の可能性は小さい，と考える。たとえば，活断層の多い神奈川

県や京都府は，活断層の極めて少ない群馬県や岡山県よりも，多くの大被害地震が起こる，と

予測する。
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このような考えから，活断層の分布密度によって日本列島内陸部を区分し，大地震発生の可能

性の地域差を示した図が第１図 1）である。第１図の黒色域（活断層の多い地区）での明治以

降の被害地震発生数は，白色域（活断層の無～極少地区）に比ぺて，単位面積あたり４倍ほど

多い。そのことから，将来の４回の内陸被害地震のうち，３回までが黒色域で生じると予測す

る。

　基本仮定②は，地震の規模予測に用いられる。これは，長大な活断層系は，それだけ大きな

地震歪領域を代表していて，それに見合う大きな地震を起こし得る，という考えである。この

考えによれば，濃尾地震のようなＭ８級の内陸大地震は，阿寺断層や四国北部の中央構造線な

どの，濃尾活断層系と同規模の活断層からも生じる，と予測する。一方，中程度の規模（長さ

20 ㎞程度）の活断層しかない地域（たとえば東京都や山梨県）には，Ｍ８級の直下地震が発

生する可能性を考えない。日本列島におけるこの種の最大地震規模予測図は試作されているが，

いずれも未発表である。いわゆる表（俊一郎）マップ 2）はこの種の図に近い。

　基本仮定③は，活断層から発生する地震は断層ごとにそれぞれ固有の地震規模と再来間隔を

もつという考えである 3）4）。この考えでは，活断層はそれぞれ固有の時間間隔をもって活動す

ると考えるので，その活動期がくるまでは，大地震は起こらない，とする。たとえば，北伊豆

の丹那断層や相模湾内部の相模トラフ断層（いずれも第四紀後期における再来活動間隔は約

700 ～ 1000 年）は，わずか数 10 年まえに活動したばかりであり，したがって，これらの断層

を近い将来の大地震発生源とは考えない。反対に，その活断層の再来間隔と無地震経過年数が

接近している国府津・松田断層（第２図）5）や西相模湾断層（第３図）6）は，近い将来に活動

する可能性がより高い，と考える。第４図は同様の考えおよび次の④によって，要注意断層と

された断層の図である。第４図 1）の断層のうち，断層 (1) ～ (7) が，すでに再来間隔年数の半

ば以上経過していることが判明している断層である。

　基本仮定③と②とを組み合わせで，その断層は，その長さに応じたある大きさの地震だけを

ある頻度で発生させる（余震や前震をのぞく），と考えることができる。そう考えると，周囲

にある断層の位置と長さがわかっている任意の地点において，今後，その場所がある震度以上

の地震動を受ける頻度あるいは確率を計算することができる。第５図と第６図がそのような地

震動頻度予測図 7）8）である。これらの図は，規模が長大で，再来間隔の比較的短い活断層系が

多数分布する中部地方が，歴史地震記録の豊富な京都地方や南よりも大地震動を受け易いこと

を示しており，河角マップの傾向とは異なっている。また北海道や九州の地震動の低頻度は歴

史記録の不備による見掛けのことではなくて，土地本来の性質であると考えてよいことを示し

ている。

　基本仮定④は，１つの断層のある一部が大地震を発生させると，その他の部分から大地震が

続いて発生する傾向がある，という経験則をあらわしている（ほぼ第１種地震空白域の考えと

同じ）。たとえば，現在よく知られている近い将来の東海地震発生の予測は，南海トラフ断層

に対してこの考え（および③）を適用したものである。第４図の断層 (7) ～ (12) は，この考え

によって選ばれた要注意断層である。このうち，国府津・松田断層は，活発な断層でありなが

ら近年明確な活動をしていないこと，さらにこの断層が，1923 年の関東地震を起こした相模

トラフ断層の延長部であることから，基本仮定③と④のいずれからも要注意断層ときれている。
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また，東北日本の日本海沿岸の北由利衝上断層系は活発な活断層であり，しかも，すくなくと

もその一部から，歴史時代に大地震を発生させていることから，第４図で要注意断層とされて

いるが，とくに，第７9）図では，この北由利衝上断層系のうち，秋田付近がそれに該当するこ

とがしめされている。なお，西日本では，南海トラフでの大地震と内陸での大地震との間にみ

られる続発性に基づいて，今後約 40 年間に大地震がおこりうる要注意地域として，１）甲楽

城断層から柳ケ瀬断層，２）養老断層から伊勢湾断層，３）鈴鹿山脈東麓断層系から一志断層，

４) 頓宮断層などの地域が挙げられている 10)。
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第１図　�活断層分布密度による日本列島の分帯図 1）黒色域は，他地域にくらべ４倍
被害地震の期待度が大きい。

Fig. １　Zoning map of Japan, based on density in distribution of active faults in unit areas.1) Solid areas have 
　　　　 an earthquake potential four times higher than other areas.
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第２図　大磯型地震の震源域 5）（国府津・松田断層帯）
Fig. ２　Souce region of the Oiso-type earthquakes5) (Kozu-Matsuda fault).

第３図　小田原地震の震源域 6）

　　　　（西相模湾断層）

Fig. ３　Source region of Odawara earthquakes6) 
　　　　(West-Sagami Bay fault).

第４図　要注意断層 1）

　　　　�断 層 (1) ～ (7) は， 平 均 再
来間隔 R と最新の地震発
生後の経過年数Ｔの比が ½
以上の断層。断層 (7) ～（12）
は，同一断層帯の一部で歴
史時代に大地震が発生し
ている断層。

  Fig. ４　Precaution faults.1) 

Faults (1)-(7): Faults of E=T/R＞1/2, T: Elapse time (year) since the last large earthquake, 
R: Average recurrence time (year)　Faults (7)-(12): Quiet fault segments in the fault zone 
in which at least one large historical earthquake occurred.
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第５図　内陸地震によって震度 V 以上の地震動を受ける頻度の分布図 7）

Fig. ５　Regional difference in expected average shaking interval for ]MA Intensity ≧ V, induced form inland 
　　　　earthquakes. ７）
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第６図　今後 1300 年間に震度Ⅵ以上の地震動を受ける回数の分布図 8）

Fig. ６　Regional difference in expected number of shaking greater than JMA Intensity ≧ VI for the future 
　　　　1300 years 8)

第 7 図　北由利衝上断層系中の地震空白域（矢印）9）

Fig. ７　Seismic gap in the Kitayuri thrust system (dark-shaded area with arrow).9)
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